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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つのウィンドウ内に複数の画面を重ねて表示し、個々の画面に設けたタブが選択操作
されることで、選択操作されたタブの画面のみを表示し、対応する動画再生機能をアクテ
ィブにして前記画面に動画を再生し、それ以外の画面の動画再生機能を非アクティブにし
て動画の再生を停止するタブ切替式動画再生機能と、
　前記動画の再生が停止された位置の情報を前記動画再生機能毎に記憶可能な記憶部と、
　前記タブの選択操作により非アクティブにされた動画の再生を停止した位置の情報を前
記記憶部に記憶する記憶制御機能と、
　前記タブの選択操作により非アクティブからアクティブに切り替えられた動画の再生が
停止した位置の情報を前記記憶部から読み出し、前記位置の情報に従って前記動画の再生
を再開させる再生制御機能と
を具備することを特徴とする動画再生装置。
【請求項２】
　前記タブ切替式動画再生機能によりそれぞれの画面に再生される動画が、ネットワーク
を介してストリーミング配信される第１の動画と、前記ネットワークを介してリアルタイ
ムで放送される第２動画であり、前記タブの選択操作により前記第１の動画の再生が停止
された場合、前記第１動画の配信元に対して停止位置の情報を通知する機能を具備するこ
とを特徴とする請求項１記載の動画再生装置。
【請求項３】
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　前記タブ切替式動画再生機能によりそれぞれの画面に再生される動画が、ネットワーク
を介してストリーミング配信される第１の動画と、前記ネットワークを介してリアルタイ
ムで放送される第２動画であり、前記タブの選択操作により前記第２の動画の再生が停止
された場合、その時点から前記第２動画の録画を行う機能を具備することを特徴とする請
求項１記載の動画再生装置。
【請求項４】
　前記ウィンドウを有する表示器を具備することを特徴とする請求項１乃至３いずれか１
記載の動画再生装置。
【請求項５】
　１つのウィンドウ内に複数の画面を重ねて表示し、個々の画面に設けたタブが選択操作
されることで、選択操作されたタブの画面のみを表示し、対応する動画再生機能をアクテ
ィブにして前記画面に動画を再生し、それ以外の画面の動画再生機能を非アクティブにし
て動画の再生を停止するステップと、
　前記タブの選択操作により非アクティブにされた動画の再生を停止した位置の情報を記
憶部に記憶するステップと、
　前記タブの選択操作により非アクティブからアクティブに切り替えられた動画の再生が
停止した位置の情報を前記記憶部から読み出し、前記位置の情報に従って前記動画の再生
を再開するステップと
を有することを特徴とする動画再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、動画再生装置及び動画再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インターネットにおいてＦＴＴＨが主流となりつつある現在、コンピュータなどの端末
では、例えばビデオ・オン・デマンド（ＶＯＤ）などといった高画質の動画配信サービス
が既に開始されている。
【０００３】
　この影響は、デジタル放送業界にも及び、ＩＰ網を使ってテレビ放送などを再送信する
といったサービスも近々開始される。
【０００４】
　また、最近では、地上波デジタル放送の双方向通信サービス用通信モジュールを利用し
てのインターネット接続機能はもとより、インターネット上のコンテンツを閲覧すべくＷ
ｅｂブラウザを搭載したデジタルテレビ対応受信機も登場し始めている。
【０００５】
　こういった流れから、ＩＰ網を使った高画質映像配信のターゲットは、今後、コンピュ
ータからデジタルテレビ対応受信機へ移行していくと予想される。
【０００６】
　インターネットから配信されるさまざまな映像コンテンツをデジタルテレビ対応受信機
で視聴する上では、画面を切り替えて複数のコンテンツを視聴したいという要望も高まる
であろう。
【０００７】
　コンテンツを切り替える従来の技術としては、例えばデータ放送コンテンツの放送中に
チャンネル切替信号が入力された場合、ブラウザ制御手段が状態保持を指示し、元のチャ
ンネルに戻った場合、状態保持の解除を指示しレイアウト描画手段に有効化を指示するデ
ジタル放送受信機の技術が既にある（例えば特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－７３８３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　コンピュータのような高性能ハードウェアでは、高機能な動画再生アプリケーションを
複数同時に起動し複数の画面を表示して動画を再生することは可能であるが、家電製品の
一つとして商品化されているデジタルテレビ対応受信機の現状では、リソースを多く消費
する動画再生アプリケーションを複数同時に起動し複数画面を表示することはスペック的
にまだまだ困難であるという問題がある。
【０００９】
　本発明はこのような課題を解決するためになされたもので、リソースをできるだけ消費
しないような機能の追加で、複数の動画コンテンツを切り替えて視聴することができる動
画コンテンツ再生装置および動画コンテンツ再生方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するために本発明の動画再生装置は、１つのウィンドウ内に複数の画
面を重ねて表示し、個々の画面に設けたタブが選択操作されることで、選択操作されたタ
ブの画面のみを表示し、対応する動画再生機能をアクティブにして前記画面に動画を再生
し、それ以外の画面の動画再生機能を非アクティブにして動画の再生を停止するタブ切替
式動画再生機能と、前記動画の再生が停止された位置の情報を前記動画再生機能毎に記憶
可能な記憶部と、前記タブの選択操作により非アクティブにされた動画の再生を停止した
位置の情報を前記記憶部に記憶する記憶制御機能と、前記タブの選択操作により非アクテ
ィブからアクティブに切り替えられた動画の再生が停止した位置の情報を前記記憶部から
読み出し、前記位置の情報に従って前記動画の再生を再開させる再生制御機能とを具備す
ることを特徴とする。
【００１１】
　本発明の動画再生方法は、１つのウィンドウ内に複数の画面を重ねて表示し、個々の画
面に設けたタブが選択操作されることで、選択操作されたタブの画面のみを表示し、対応
する動画再生機能をアクティブにして前記画面に動画を再生し、それ以外の画面の動画再
生機能を非アクティブにして動画の再生を停止するステップと、前記タブの選択操作によ
り非アクティブにされた動画の再生を停止した位置の情報を記憶部に記憶するステップと
、前記タブの選択操作により非アクティブからアクティブに切り替えられた動画の再生が
停止した位置の情報を前記記憶部から読み出し、前記位置の情報に従って前記動画の再生
を再開するステップとを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、リソースをできるだけ消費しないような機能の追加で、複数の動画コ
ンテンツを切り替えて視聴することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。図１は本発明を適用し
た一つの実施の形態のデジタルテレビジョン放送受信装置１１１の外観と、このデジタル
テレビジョン放送受信装置１１１を中心として構成されるネットワークシステムの一例を
概略的に示している。
【００１４】
　すなわち、デジタルテレビジョン放送受信装置１１１は、主として、薄型のキャビネッ
ト１１２と、このキャビネット１１２を起立させて支持する支持台１１３とから構成され
ている。そして、キャビネット１１２には、例えばＳＥＤ（Surface-conduction Electro
n-emitter Display）表示パネル，液晶表示パネル等でなる平面パネル型の映像表示器１
１４、スピーカ１１５、操作部１１６、リモートコントローラ１１７から送信される操作
情報を受ける受光部１１８等が設置されている。
【００１５】
　また、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１１には、例えばＳＤ（Secure Digit
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al）メモリカード、ＭＭＣ（Multimedia Card）及びメモリスティック等の第１のメモリ
カード１１９が着脱可能となっており、この第１のメモリカード１１９に対して番組や写
真等の情報の記録再生が行なわれるようになっている。
【００１６】
　さらに、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１１には、例えば契約情報等の記録
された第２のメモリカード（ＩＣカード）１２０が着脱可能となっており、この第２のメ
モリカード１２０に対して情報の記録再生が行なわれるようになっている。
【００１７】
　また、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１１は、第１のＬＡＮ（Local Area N
etwork）端子１２１、第２のＬＡＮ端子１２２、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）端子１
２３及びｉ．ＬＩＮＫ端子１２４を備えている。
【００１８】
　このうち、第１のＬＡＮ端子１２１は、ＬＡＮ対応のハードディスクドライブ装置（以
下「ＨＤＤ」と称す）の専用ポートとして使用されるもので、接続されたＮＡＳ（Networ
k Attached Storage）であるＬＡＮ対応のＨＤＤ１２５に対して、イーサネット（登録商
標）により情報の記録再生を行なうために使用される。
【００１９】
　このように、ＬＡＮ対応ＨＤＤ専用ポートとしての第１のＬＡＮ端子１２１を設けるこ
とにより、他のネットワーク環境やネットワーク使用状況等に影響されることなく、ＨＤ
Ｄ１２５に対してハイビジョン画質による番組の情報記録を安定して行なうことができる
。
【００２０】
　また、第２のＬＡＮ端子１２２は、イーサネット（登録商標）を用いた一般的なＬＡＮ
対応ポートとして使用されるもので、例えばハブ１２６を介して、ＬＡＮ対応のＨＤＤ１
２７、コンテンツサーバ１２８、ＨＤＤ内蔵のＤＶＤ（Digital Versatile Disk）レコー
ダ１２９等の機器を接続し、これらの機器と情報伝送を行なうために使用される。
【００２１】
　なお、コンテンツサーバ１２８については、家庭内ネットワークにおいてコンテンツの
サーバ機器として動作するための機能を持ち、さらにコンテンツのアクセスに必要なＵＲ
Ｉ（Uniform Resource Identifier）情報を提供するサービスを備えたＵＰｎＰ（ユニバ
ーサルプラグアンドプレイ）対応機器として構成される。
【００２２】
　なお、ＤＶＤレコーダ１２９については、第２のＬＡＮ端子１２２を介して通信される
デジタル情報が制御系のみの情報であるため、デジタルテレビジョン放送受信装置１１１
との間でアナログの映像及び音声情報を伝送するために、専用のアナログ伝送路１３０を
設ける必要がある。
【００２３】
　さらに、この第２のＬＡＮ端子１２２は、ハブ１２６に接続されたブロードバンドルー
タ１３１を介して、例えばインターネット等のネットワーク１３２に接続し、このネット
ワーク１３２を介してコンテンツサーバ１３３やＩＰ放送サーバ１３４等と情報伝送を行
なうために使用される。
【００２４】
　コンテンツサーバ１３３は、ＣＰＵ、メモリ、ＨＤＤなどを有しており、要求に応じて
配信が開始される動画、例えばビデオ・オン・デマンド（以下「ＶＯＤ」と称す）の動画
コンテンツなどをストリーミング配信するサーバ機器として動作するための機能（動画コ
ンテンツを蓄積したＨＤＤ、クライアントからの要求に応じてＨＤＤの動画コンテンツを
配信する機能等）を有している。
【００２５】
　コンテンツサーバ１３３のＣＰＵは、例えば配信中に再生が停止された動画コンテンツ
の停止位置情報をクライアントより受け取りメモリに記憶しておき、クライアントから再
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生を一時停止中の動画の配信要求があった場合、メモリの停止位置情報に従い、停止位置
からの動画コンテンツをＨＤＤから読み出して要求元にストリーミング配信する。
【００２６】
　また、コンテンツサーバ１３３は、動画コンテンツのアクセスに必要なＵＲＩ情報をク
ライアントに提供するサービス機能を実装したＵＰｎＰ対応機器として構成されている。
【００２７】
　ＩＰ放送サーバ１３４は、インターネットなどのＩＰ網を介してセッションを確立した
クライアントに対して、ＨＤＤに蓄積されているＩＰ放送番組等の動画コンテンツを、番
組表に従ってリアルタイムに放送する。
【００２８】
　上記ＵＳＢ端子１２３は、一般的なＵＳＢ対応ポートとして使用されるもので、例えば
ハブ１３５を介して、携帯電話１３６、デジタルカメラ１３７、メモリカードに対するカ
ードリーダ／ライタ１３８、ＨＤＤ１３９、キーボード１４０等のＵＳＢ機器を接続し、
これらのＵＳＢ機器と情報伝送を行なうために使用される。
【００２９】
　さらに、上記ｉ．ＬＩＮＫ端子１２４は、例えばＡＶ－ＨＤＤ１４１、Ｄ（Digital）
－ＶＨＳ（Video Home System）１４２等をシリアル接続し、これらの機器と情報伝送を
行なうために使用される。
【００３０】
　上記の構成は一例にしか過ぎず、デジタルテレビジョン放送受信装置１１１は、キャビ
ネット一体型ではなく、平面パネル型の映像表示器１１４を外部接続する例えばセットト
ップボックス（ＨＤＤ搭載型のビデオレコーダなど）の形態であってもよい。
【００３１】
　図２は上記したデジタルテレビジョン放送受信装置１１１の主要な信号処理系統を示し
ている。
【００３２】
　同図に示すように、ＢＳ／ＣＳデジタル放送受信用のアンテナ２４３で受信された衛星
デジタルテレビジョン放送信号は、入力端子２４４を介して衛星デジタル放送用のチュー
ナ２４５ａに供給される。
【００３３】
　チューナ２４５ａは、制御部２６１からの制御信号により所望のチャンネルの放送信号
を選局し、この選局された放送信号をＰＳＫ（Phase Shift Keying）復調器２４５ｂに出
力する。
【００３４】
　ＰＳＫ復調器２４５ｂは、制御部２６１からの制御信号により、チューナ２４５ａで選
局された放送信号を復調し、所望の番組を含んだトランスポートストリームを得て、ＴＳ
復号器２４５ｃに出力する。
【００３５】
　ＴＳ復号器２４５ｃは、制御部２６１からの制御信号によりトランスポートストリーム
（ＴＳ）多重化された信号のＴＳ復号処理を行い、所望の番組のデジタルの映像信号及び
音声信号をデパケットすることにより得たＰＥＳ（Packetized Elementary Stream）を信
号処理部２４７内のＳＴＤバッファ２４７ｆへ出力する。
【００３６】
　また、ＴＳ復号器２４５ｃは、デジタル放送により送られているセクション情報を信号
処理部２４７内のセクション処理部２４７ｈへ出力する。
【００３７】
　また、地上波放送受信用のアンテナ２４８で受信した地上デジタルテレビジョン放送信
号は、入力端子２４９を介して地上デジタル放送用のチューナ２５０ａに供給される。
【００３８】
　チューナ２５０ａは、制御部２６１からの制御信号により所望のチャンネルの放送信号
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を選局し、この選局された放送信号をＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multip
lexing）復調器２５０ｂに出力する。
【００３９】
　ＯＦＤＭ復調器２５０ｂは、制御部２６１からの制御信号により、チューナ２５０ａで
選局された放送信号を復調し、所望の番組を含んだトランスポートストリームを得て、Ｔ
Ｓ復号器２５０ｃに出力する。
【００４０】
　ＴＳ復号器２５０ｃは、制御部２６１からの制御信号によりトランスポートストリーム
（ＴＳ）多重化された信号のＴＳ復号処理を行い、所望の番組のデジタルの映像信号及び
音声信号をデパケットすることにより得たＰＥＳ（Packetized Elementary Stream）を信
号処理部２４７内のＳＴＤバッファ２４７ｆへ出力する。
【００４１】
　また、ＴＳ復号器２５０ｃは、デジタル放送により送られているセクション情報を信号
処理部２４７内のセクション処理部２４７ｈへ出力する。
【００４２】
　ここで、上記信号処理部２４７は、テレビ視聴時には、ＴＳ復号器２４５ｃおよびＴＳ
復号器２５０ｃからそれぞれ供給されたデジタルの映像信号及び音声信号に対して、選択
的に所定のデジタル信号処理を施し、グラフィック処理部２５４及び音声処理部２５５に
出力している。また、信号処理部２４７は、コンテンツ再生時には、制御部２６１から入
力されたコンテンツの再生信号を選択し、所定のデジタル信号処理を施し、グラフィック
処理部２５４及び音声処理部２５５に出力している。
【００４３】
　制御部２６１には、信号処理部２４７から、番組を取得するための各種データや電子番
組ガイド（ＥＰＧ）情報，番組属性情報（番組ジャンル等），字幕情報等（サービス情報
、ＳＩやＰＳＩ）が入力されている。
【００４４】
　制御部２６１は、これら入力された情報からＥＰＧ，字幕を表示するため画像生成処理
を行い、この生成した画像情報をグラフィック処理部２５４へ出力する。
【００４５】
　セクション処理部２４７ｈは、ＴＳ復号器２４５ｃ（２５０ｃ）から入力されたセクシ
ョン情報の中から、番組を取得するための各種データや電子番組ガイド（ＥＰＧ）情報，
番組属性情報（番組ジャンル等），字幕情報等（サービス情報、ＳＩやＰＳＩ）を制御部
２６１へ出力する。
【００４６】
　グラフィック処理部２５４は、（１）信号処理部２４７内のＡＶデコーダ２４７ｇから
供給されるデジタルの映像信号と、（２）ＯＳＤ（On Screen Display）信号生成部２５
７で生成されるＯＳＤ信号と、（３）データ放送による画像データと、（４）制御部２６
１により生成されたＥＰＧ，字幕信号とを合成して映像処理部２５８へ出力する機能を有
する。
【００４７】
　また、字幕放送による字幕を表示するとき、グラフィック処理部２５４は、制御部２６
１からの制御による字幕情報に基づき、映像信号上に字幕情報を重畳する処理を行う。
【００４８】
　グラフィック処理部２５４から出力されたデジタルの映像信号は、映像処理部２５８に
供給される。この映像処理部２５８は、入力されたデジタルの映像信号を、前記映像表示
器１１４で表示可能なフォーマットのアナログ映像信号に変換した後、映像表示器１１４
に出力して映像表示させるとともに、出力端子２５９を介して外部に導出させる。
【００４９】
　また、上記音声処理部２５５は、入力されたデジタルの音声信号を、前記スピーカ１１
５で再生可能なフォーマットのアナログ音声信号に変換した後、スピーカ１１５に出力し
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て音声再生させるとともに、出力端子２６０を介して外部に導出させる。
【００５０】
　ここで、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１１は、上記した各種の受信動作を
含むその全ての動作を制御部２６１によって統括的に制御されている。この制御部２６１
は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を内蔵しており、前記操作部１１６からの操
作情報を受け、または、リモートコントローラ１１７から送出された操作情報を、前記受
光部１１８を介して受信し、その操作内容が反映されるように各部をそれぞれ制御してい
る。
【００５１】
　この場合、制御部２６１は、主として、そのＣＰＵが実行する制御プログラムを格納し
たＲＯＭ（Read Only Memory）２６１ａと、該ＣＰＵに作業エリアを提供するＲＡＭ（Ra
ndom Access Memory）２６１ｂと、各種の設定情報及び制御情報等が格納される不揮発性
メモリ２６１ｃとを利用している。
【００５２】
　また、この制御部２６１は、カードＩ／Ｆ（Interface）２６５を介して、前記第１の
メモリカード１１９が装着可能なカードホルダ２６６に接続されている。これによって、
制御部２６１は、カードホルダ２６６に装着された第１のメモリカード１１９と、カード
Ｉ／Ｆ２６５を介して情報伝送することができる。
【００５３】
　さらに、上記制御部２６１は、カードＩ／Ｆ２６７を介して、前記第２のメモリカード
１２０が装着可能なカードホルダ２６８に接続されている。これにより、制御部２６１は
、カードホルダ２６８に装着された第２のメモリカード１２０と、カードＩ／Ｆ２６７を
介して情報伝送することができる。
【００５４】
　また、上記制御部２６１は、通信Ｉ／Ｆ２６９を介して第１のＬＡＮ端子１２１に接続
されている。これにより、制御部２６１は、第１のＬＡＮ端子１２１に接続されたＬＡＮ
対応のＨＤＤ１２５と、通信Ｉ／Ｆ２６９を介して情報伝送することができる。この場合
、制御部２６１は、ＤＨＣＰ（Dynamic Host Configuration Protocol）サーバ機能を有
し、第１のＬＡＮ端子１２１に接続されたＬＡＮ対応のＨＤＤ１２５にＩＰ（Internet P
rotocol）アドレスを割り当てて制御している。
【００５５】
　さらに、上記制御部２６１は、通信Ｉ／Ｆ２７０を介して第２のＬＡＮ端子１２２に接
続されている。これにより、制御部２６１は、第２のＬＡＮ端子１２２に接続された各機
器（図１参照）と、通信Ｉ／Ｆ２７０を介して情報伝送することができる。
【００５６】
　また、上記制御部２６１は、ＵＳＢ　Ｉ／Ｆ２７１を介して前記ＵＳＢ端子１２３に接
続されている。これにより、制御部２６１は、ＵＳＢ端子１２３に接続された各機器（図
１参照）と、ＵＳＢ　Ｉ／Ｆ２７１を介して情報伝送することができる。
【００５７】
　さらに、上記制御部２６１は、ｉ．ＬＩＮＫ　Ｉ／Ｆ２７２を介してｉ．ＬＩＮＫ端子
１２４に接続されている。これにより、制御部２６１は、ｉ．ＬＩＮＫ端子１２４に接続
された各機器（図１参照）と、ｉ．ＬＩＮＫ　Ｉ／Ｆ２７２を介して情報伝送することが
できる。
【００５８】
　ＨＤＤ１２５には、ＨＤＤ１２５、ＨＤＤ１２７、ＤＶＤレコーダ１２９それぞれに割
り当てられたストレージＩＤ（ＩＰアドレス、機器名を含む）を記述した登録ファイルが
記憶保持されている。
【００５９】
　制御部２６１は、ＵＰｎＰを利用したサーバ機器検知機能２６１ｄ、ＵＰｎＰを利用し
たコンテンツ情報取得機能２６１ｅ、コンテンツアクセス制御機能２６１ｆ、セッション



(8) JP 5214204 B2 2013.6.19

10

20

30

40

50

制御機能２６１ｇ、タブ制御機能２６１ｈ、記憶制御機能２６１ｉを備えている。
【００６０】
　なお、コンテンツアクセス制御機能２６１ｆ、セッション制御機能２６１ｇ、タブ制御
機能２６１ｈおよび記憶制御機能２６１ｉ等がタブブラウザとして機能するものである。
【００６１】
　制御部２６１は、サーバ機器検知機能２６１ｄにより、ＵＰｎＰのディスカバリ機能を
用いてネットワーク上のＵＰｎＰ対応機器を検出する。例えばサーバ機器検知機能２６１
ｄは、ＵＰｎＰのディスカバリ機能を用いてコンテンツサーバ１２８を検知（発見）する
。
【００６２】
　制御部２６１は、コンテンツ情報取得機能２６１ｅにより、ＵＰｎＰのコントロール機
能を用いてＵＰｎＰ対応機器をコントロールし、ＵＰｎＰ対応機器内のコンテンツをアク
セスするために必要なＵＲＩ情報を取得する。例えばコンテンツ情報取得機能２６１ｅは
、コンテンツサーバ１２８をコントロールし、コンテンツサーバ１２８内のＨＤＤ等に蓄
積されているコンテンツにアクセスするために必要なＵＲＩ情報をコンテンツサーバ１２
８から取得する。
【００６３】
　制御部２６１は、コンテンツアクセス制御機能２６１ｆにより、サーバ機器検知機能２
６１ｄにより取得したサーバ機器のＩＰアドレス情報と、コンテンツ情報取得機能２６１
ｅにより取得したＵＲＩ情報から得たＩＰアドレス情報と、デジタルテレビジョン放送受
信装置１１１のＬＡＮ端子１２２に割り当てられたＩＰアドレスとネットマスクに基づい
て該当サーバ機器のコンテンツへのアクセスを行う。
【００６４】
　コンテンツアクセス制御機能２６１ｆは、タブの切り替えで再生中の動画が一時停止さ
れた場合、ＲＡＭ２６１ｂまたは不揮発性メモリ２６１ｃに記憶された停止位置の情報を
コンテンツサーバ１３３へ通知する。
【００６５】
　セッション機能２６１ｇは、動画再生時に必要に応じてコンテンツサーバ１３３および
／またはＩＰ放送サーバ１３４とのセッションを確立する機能である。
【００６６】
　タブ制御機能２６１ｈは、タブの操作に伴い対応する動画再生機能をアクティブまたは
非アクティブにするよう切り替えると共に、タブの切り替えを示すコマンド（以下「切替
コマンド」と称す）を発生する。
【００６７】
　タブ制御機能２６１ｈは、タブ毎に動画再生機能（画面と動画再生アプリケーションを
含む）を起動する。タブは、各動画再生機能にそれぞれ対応して設けられており、所望の
動画再生機能を選択操作するための複数の釦として機能する。
【００６８】
　動画再生機能は、起動中のいずれか一つの動画再生機能がアクティブにされたとき、そ
の画面上で、ネットワークからストリーミング配信される動画（第１動画）または放送さ
れる動画（第２動画）を再生する。すなわち、動画再生機能は、アクティブにされたとき
に動画を再生し非アクティブにされたときに動画の再生を停止する。画面には、アクティ
ブな動画再生機能の画面のみが表示される。
【００６９】
　タブ制御機能２６１ｈは、新たにタブを生成する操作が行われた場合に切替コマンドを
発生する。また、タブ制御機能２６１ｈは、既に画面に表示されているタブ#1 １３、タ
ブ#2 １４等のうちの一つ、例えばタブ#2 １４がクリック操作（選択操作）された場合、
対応する動画再生機能をアクティブにして画面２１を映像表示器１１４に表示する。
【００７０】
　タブ制御機能２６１ｈは、現在アクティブなタブ#1の画面１１を非アクティブにし、ク
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リック操作されたアクティブにすべき非アクティブのタブ#2 １４の画面２１をアクティ
ブに切り替える。
【００７１】
　すなわち、タブ制御機能２６１ｈは、選択操作されたタブに対応する動画再生機能をア
クティブにし、未操作のタブに対応する動画再生機能を非アクティブに切り替える切替制
御機能として機能する。タブ制御機能２６１ｈは、タブの切り替えに伴い切替コマンドを
発生する。
【００７２】
　記憶制御機能２６１ｉは、切替コマンドが発生されたことを検出して、再生を停止した
動画の種別に応じて動画再生動作を再開するための制御動作を行う。
【００７３】
　具体的には、記憶制御機能２６１ｉは、再生を停止した動画がＩＰ放送番組であれば、
受信中のＩＰ放送番組の録画を開始する。また再生を停止した動画がＶＯＤ動画であれば
、記憶制御機能２６１ｉは、一時停止された時点の停止位置情報をＲＡＭ２６１ｂまたは
不揮発性メモリ２６１ｃに記憶する。
【００７４】
　すなわち、記憶制御ユニット２６１ｉは、タブ制御機能２６１ｈにより非アクティブさ
れたタブ#1の画面１３の動画再生動作を停止すると共に、そのときの停止位置情報をＲＡ
Ｍ２６１ｂまたは不揮発性メモリ２６１ｃに記憶する。この例では、不揮発性メモリ２６
１ｃのタブ管理テーブル２６（図３参照）に停止位置情報を記憶するものとする。
【００７５】
　図３に示すように、不揮発性メモリ２６１ｃのタブ管理テーブル２６には、タブが作成
される毎に、タブを管理するための記憶エリア（一列のレコード）が生成される。各タブ
の記憶エリアには、各タブの画面に表示されているコンテンツの場所（ＵＲＩ、ＵＲＬ等
）、再生中のコンテンツＩＤ、コンテンツの状態、コンテンツが動画コンテンツであり、
再生が一時停止された場合、その停止位置情報が記憶される。
【００７６】
　例えば動画の再生開始から３０分が経過したときにタブが切り替えられて、動画の再生
が一時停止した場合は、再生開始からの経過時間（時分秒「00:30:00」など）が停止位置
情報として記憶される。
【００７７】
　不揮発性メモリ２６１ｃは、動画の再生が停止された位置の情報を動画再生機能毎に記
憶可能な記憶部として機能する。
【００７８】
　記憶制御ユニット２６１ｉは、アクティブから非アクティブに切り替えられた動画再生
機能が動画の再生を停止した位置の情報を不揮発性メモリ２６１ｃのタブ管理テーブル２
６に記憶する。
【００７９】
　記憶制御ユニット２６１ｉは、一旦非アクティブにされた動画再生機能が前記釦の操作
で再びアクティブにされた場合、コンテンツサーバ１３３に通知した停止位置の情報また
は録画中の動画の録画開始位置から動画の再生を再開させる再生制御機能として機能する
。
【００８０】
　以下、図４、図５を参照してこのデジタルテレビジョン放送受信装置の動作を説明する
。
【００８１】
　図４に示すように、例えばタブ#1 １３の画面１１でＶＯＤ動画が再生中に、ユーザが
タブ#2 １４をクリック操作して画面を切り替える場合について説明する。なおこの際、
タブ#2 １４の画面２１では、動画が何も再生されていないものとする。
【００８２】
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　（タブ#1 １３→タブ#2 １４への切り替え）タブ#1 １３の画面１１でＶＯＤ動画を再
生中、ユーザがタブ#2 １４をクリック操作すると、タブ#1 １３の画面１１を非アクティ
ブに、またタブ#2 １４の画面２１をアクティブに切り替える（図４のステップＳ１０１
）。
【００８３】
　またタブ制御機能２６１ｈは、タブ＃１の画面１３からタブ#2 １４の画面２１に切り
替えることを示すコマンド（切替コマンド）を発生する。
【００８４】
　この切替コマンドが記憶制御機能２６１ｇにより検出されると、記憶制御機能２６１ｇ
は、再生中のＶＯＤ動画を一時停止すると共に（ステップＳ１０２）、その停止位置情報
（再生開始から何時間何分などといった情報）をタブ管理テーブル２６の該当タブの欄に
記憶する（ステップＳ１０３）、
【００８５】
　ここで、制御部２６１では、コンテンツアクセス制御機能２６１ｆが、更新されたタブ
管理テーブル２６を参照して、再生を停止した動画のコンテンツＩＤからその動画の種別
を判定する。
【００８６】
　例えばコンテンツＩＤの先頭が「Ａ」であれば、要求に応じて配信が開始される動画、
つまり、ＶＯＤ動画であるものと判定し、またコンテンツＩＤの先頭が「Ｂ」であれば、
リアルタイム性が求められる動画、この例のようなＩＰ放送番組であるものと判定する。
【００８７】
　この判定の結果、動画の種別が、この例のようにＶＯＤ動画であれば、タブ管理テーブ
ル２６に記憶した停止位置の情報をコンテンツサーバ１３３へ通知する（ステップＳ１０
４）。
【００８８】
　続いて、切り替えられたタブ#2 １４の画面２１で、ユーザが、例えばネットワーク１
３２（ＩＰ網）を通じて放送されている所望のデジタル放送番組を視聴するための操作（
番組のＵＲＩ指定など）を行うと、セッション機能２６１ｇは、該当するＩＰ放送サーバ
１３４とセッションを確立して、ＩＰ放送サーバ１３４の放送を受信する。これにより、
受信されたＩＰ放送番組がタブ#2 １４の画面２１に放映、つまり動画が再生される（ス
テップＳ１０５）。
【００８９】
　なお、上記の動画種別の判定の結果が、例えばＩＰ放送番組であれば、タブ#1 １３を
非アクティブにした時点から、ＨＤＤ１２５への録画を開始する。
【００９０】
　（タブ#2 １４→タブ#1 １３への切り替え）その後、タブ#2 １４の画面２１でＩＰ放
送番組を再生中（視聴中）または終了後、ユーザが前に視聴していたＶＯＤ動画を見たく
なったときに、非アクティブ状態のタブ#1 １３の画面１１をクリック操作すると、タブ
制御機能２６１ｈは、タブ#1 １３の画面１１をアクティブに、またタブ#2 １４の画面２
１を非アクティブに切り替えると共に（図５のステップＳ２０１）、再生中のＩＰ放送番
組の受信を一時停止する（ステップＳ２０２）。また、タブ制御機能２６１ｈは、タブ#2
 １４の画面２１からタブ#1 １３の画面１１への切替コマンドを発生する。
【００９１】
　この切替コマンドがコンテンツアクセス制御機能２６１ｆにより検出されると、コンテ
ンツアクセス制御機能２６１ｆは、コンテンツサーバ１３３へアクセスし、一時停止して
いたＶＯＤ動画を、その停止位置からストリーミング配信するよう要求する。
【００９２】
　コンテンツサーバ１３３のＣＰＵは、この動画配信要求に従ってメモリに記憶していた
停止位置からのＶＯＤ動画を要求元にストリーミング配信する。これにより、このデジタ
ルテレビジョン放送受信装置１１１のタブ#1 １３の画面１１では、前回停止した位置（0
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0:30:00）から動画の再生が再開される（ステップＳ２０３）。
【００９３】
　一方、記憶制御機能２６１ｉは、タブ管理テーブル２６を参照して、非アクティブに切
り替えられたタブ#2 １４の画面２１の動画の種別をコンテンツＩＤで判定する。この判
定の結果、タブ#2 １４の画面２１の動画の種別がＩＰ放送番組であれば、その時点から
受信中のＩＰ放送番組をＨＤＤ１２５へ録画する（ステップＳ２０４）。
【００９４】
　その後、タブ#2 １４がクリック操作されると、記憶制御機能２６１ｉは、録画開始時
点からのＩＰ放送番組をＨＤＤ１２５から読み出して再生しつつ、現在受信中の番組をこ
の番組が終了するまでＨＤＤ１２５に録画を継続する。いわゆる追っかけ再生を行う。
【００９５】
　このようにこの実施形態のデジタルテレビジョン放送受信装置によれば、ネットワーク
からストリーミング配信されるＶＯＤ動画およびＩＰ放送番組の視聴、閲覧に対応したタ
ブブラウザ機能を実装し、動画の再生画面をタブ化し、タブの操作で選択された一つの画
面を切り替え表示することで、リソースの使用を少なく抑えて２つの動画を再生すること
ができる。
【００９６】
　また、複数のタブ#1 １３，#2 １４の画面１１，２１に動画が同時にロードされた状態
で、一つのタブを選択して開いた画面で動画を視聴したときに、非アクティブにされた他
のタブにロードされた動画について、停止位置を記憶および通知したり、以降の番組を録
画しておくことで、タブ操作で元の画面に戻したときに、画面を切り替えたときから動画
の再生が再開されるので、一時停止以降の動画を見逃すことなく視聴することができる。
【００９７】
　なお、本願発明は、上記実施形態のみに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形してもよい。また、上記実施形態に開示されている
複数の構成要素を適宜組み合わせることにより、種々の発明を構成できる。
【００９８】
　例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さら
に、異なる実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【００９９】
　具体的には、上記実施形態では、タブ#1 １３の画面１１でＶＯＤ動画が再生中に、ユ
ーザが、タブ#2 １４をクリック操作して何もロードされていない画面に切り替える場合
について説明したが、複数のタブ#1 １３，#2 １４の画面１１，２１に別々の種別の動画
または同じ種別の動画を同時にロードした状態でもよい。
【０１００】
　また、本実施形態では、動画の種別として、有線ネットワークを介してストリーミング
配信されるＶＯＤ動画とＩＰ放送番組との組み合わせで説明したが、この他、電波で放送
されるデジタル放送やアナログ放送の番組と、ネットワークを介してストリーミング配信
されるＶＯＤ動画およびＩＰ放送番組とを組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】デジタルテレビジョン放送受信装置の外観と、このデジタルテレビジョン放送受
信装置を中心として構成されるネットワークシステムを説明するための図である。
【図２】デジタルテレビジョン放送受信装置の主要な信号処理系を示す図である。
【図３】タブ管理テーブルの一例を示す図である。
【図４】このデジタルテレビジョン放送受信装置の動作を説明するための図である。
【図５】このデジタルテレビジョン放送受信装置の動作を説明するための図である。
【符号の説明】
【０１０２】
　１１１…デジタルテレビジョン放送受信装置、１１２…キャビネット、１１３…支持台
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、１１４…映像表示器、１１５…スピーカ、１１６…操作部、１１７…リモートコントロ
ーラ、１１８…受光部、１１９…第１のメモリカード、１２０…第２のメモリカード、１
２１…第１のＬＡＮ端子、１２２…第２のＬＡＮ端子、１２３…ＵＳＢ端子、１２４…ｉ
．ＬＩＮＫ端子、１２５，１２７，１３９…ＨＤＤ、１２６，１３５…ハブ、１２８，１
３３…コンテンツサーバ、１２９…ＤＶＤレコーダ、１３０…アナログ伝送路、１３１…
ブロードバンドルータ、１３２…ネットワーク、１３３…コンテンツサーバ、１３４…Ｉ
Ｐ放送サーバ、１３６…携帯電話、１３７…デジタルカメラ、１３８…カードリーダ／ラ
イタ、１４０…キーボード、１４１…ＡＶ－ＨＤＤ、１４２…Ｄ－ＶＨＳ、２６１ｄ…サ
ーバ機器検知機能、２６１ｅ…コンテンツ情報取得機能、２６１ｆ…コンテンツアクセス
制御機能、２６１ｇ…セッション制御機能、２６１ｈ…タブ制御機能、２６１ｉ…記憶制
御機能。

【図１】 【図２】
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